
 
 
 

 
 
 

取組内容 

ポテンシャル 
（強み） 

地域における取組例 【医療機器】 医療分野の観測技術の向上・普及プロジェクト 

(株)TCK 
(福岡県福岡市) 

半導体分野で培った精密技術を応用し、先端医療や材料分野などに向けた新しい装置を開発。 
医療技術の発展のため、生体組織を３次元構造でナノレベルまで可視化できる電子顕微鏡を開発。 
 
電子顕微鏡、半導体製造装置等の真空ポンプやレーザー応用技術に強み。 
小規模企業ながら、強力なリーダーシップで、新分野展開や産学連携を展開。 

受託分析事業（データ化サービス）の着手を目的にエンドユーザとなる顧客との共同開発支援を実施。 
販売代理店と協力した製品プロモーション、医療機関や研究機関との個別マッチング。 

 

   

新事業展開 

高分解能／ 
小型化／低価格 

生体組織のナノレベル・３次
元構造の可視化・解析 
  分析・検査結果の向上 
   治療・診断に貢献 

メリット 

製造業から医療分野（新分野）へ進出 

今後進出の新分野領域 
（医療機器関連分野） 

医療分野向け分析・検査装置 

開発助言 

地域ものづくり企業 
製造・部品等供給 

学会、医療機関、 
医療機器ディーラー 
医療機器の市場性 

大学医学部等 
研究・臨床現場 

生産体制 
販路開拓 

拡大 

電子顕微鏡 

・研究成果の創出 
・疾患の診断性能向 
 上と効果的な治療 

新技術 

電子顕微鏡 
・モノクロ画像 
Ｘ線ＣＴ装置 
・分解能0.5mm 
・高額 

従来技術 

カラー画像／連続撮像 

FL-SEM： 
 カラー画像 

CT-SEM： 
 ３次元CT 
 モデル 

（がん細胞） （腎臓） 

設立：2005年3月23日 
従業員：11名 

(株)TCK 

◆精密ステージ等の製造販売 
◆電子顕微鏡(コア技術） 
◆真空応用装置の製造販売 

拡大 

http://www.tck-i.jp/fl_sem.html
http://www.tck-i.jp/ct_sem.html
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